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稀少金属に関する

最近の話題

矢島淳吉･太田英順(北海道支所)
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はしがき

西南北海道においては1930年代に鉱石顕微鏡によ

る鉱石鉱物の研究が開始されて以来今日まで多くの鉱

山において稀少金属元素を含む鉱物の存在が知られてき

ている.古典的なものから列記すればTe(手稲小別

沢千才寿都伊達)Bi(手稲光竜大豊伊達寿都

美国相泊久遠)Sn(寿都倶登山)Mo(相泊奥尻

大玖正成桂岡)などがある.北海道金属非金属鉱床総

莞(1967)が出版されるまでの時点でタングステン鉱物

は西南北海道では知られておらず中部北海道国光鉱山

(マンガン重石)のみであった.そして相泊と奥尻の輝水

鉛鉱が白亜紀末～古第三紀の花開岩体に伴う中～高熱水

性のものである他は新第三紀の中～浅熱水性のものと

されている.

新発見の稀少金属鉱物

近年の分析技術の進歩や精密調査などの精査の進歩

に伴い西南北海道からも新たに幾つかの稀少元素の産

出が知られるようになった.以下鉱山毎に列挙する.

WSnMoについては古いものも含めて産出位置を

第1図に示す.

上国鉱山:昨年精密調査の過程で鉱床の東側で行

われた試錐コアから輝水鉛鉱が見出された､王公岩とそ

の近傍に胚胎するもので輝水鉛鉱一石英輝水鉛鉱一

閃亜鉛鉱一方鉛鉱一石膏組合せの細脈網状の産状を示

す.また石山地(1981)により同鉱床7号脈から固溶

成分としてSnを含まぬアｰジロド鉱が報告されている.

今井;百崎鉱山:本村(1978)によりSn鉱物として黄錫鉱

カンプィルド鉱Ge鉱物としてアｰジロド鉱が知られ

た.妻マンガン鉱々脈中に黄錫鉱一カンプィルド鉱一

閃亜鉛鉱一黄銅鉱一黄鉄鉱の共生で産出し約250℃の

生成温度が推定されている.

大江･稲倉宿鉱山:Mnを主とする金銀銅鉛亜鉛鉱脈か

ら鉄マンガン重石(Satoeta1.1980)アｰジロド鉱(本村

1979)そしてNi鉱物として硫砒ニッケル鉱針ニッケ

ル鉱(黒沢地!980)などが記載された.アｰジロド鉱か

らSnは検出されていない.包有物による生成温度

170L30ぴC塩濃度1.6-6.3%(S.t｡｡t.1前出)であ
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伊達鉱山:既知のTeBi鉱物に加えカラヴェライト

ｰ錫石の共生関係が認められた(本間他1981).手稲一

千才地域に黒帯配列する鉱床群の中では中心部の豊羽鉱

山でSn外側の金銀鉱床でTeBiが知られているが

Te-Snの共生は未発見である.西南北海道では寿都

鉱山で錫石一テルル蒼鉛鉱の共生が報告されており伊

達鉱床との間に鉱化作用の共通性を引出せそうであるが

両鉱床とも新たな資料の得られぬことが惜しまれる､

白竜鉱山:小規模な金銀銅鉛亜鉛鉱脈を稼行した白竜

鉱山のすぐ南側で丸茂(1982)は輝水鉛鉱を伴う粘土脈

を発見した.プロピライト中にある幅1.5mの脈で中

央に石英脈が走り両側を絹雲母を主とする粘土脈が挟む

形をとる.石英脈は銅鉛亜鉛鉱石を少量伴うが輝水鉛

鉱を含まない.輝水鉛鉱は1㎜以下の小片で黄鉄鉱と

共に粘土脈中に相当量伴われている.半花開岩に伴う

もの(相泊奥尻)石英脈中のもの(上国玉成)鉱染

状(大玖)のものなどと異る産状を示す点興味が持たれ

る.

千才鉱山:山岡1根建/197!)によりヘッス鉱ベッツ鉱

などTe鉱物0)他Ag,SeSの組成を持つアキラル鉱が

同定された.方鉛鉱一ヘッス鉱の反応鉱物としてアノレ

タイ鉱の報告/Y｡畑藪1979)もある.

豊羽鉱凶:主脈である播磨鑓但馬鑓(前期脈)は比較的

単純な鉱物共生から成り銀以外には特に稀産金属は見

出されていなかったが東南部の空知鑓出雲鑓の開発

調査がすすむにつれこれら後期脈からSnW鉱物が

見出されまた合インジウム鉱物の存在も明らかにされ

た(矢島1977;Yajima&Ohta1979;太田1980).量的�
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には錫石が最も多く黄錫鉱亜鉛インジウム鉱物鉄

マンガン重石がこれに次いでおり空知鑓出雲鑓には

かなり普遍的に分布している.黄錫鉱にはFeZnの

量比を異にし光学性もちがう2種があり(太田1980)

また黄錫鉱のCuをAgで置換したオカｰル鉱(孤島

他1979)銀鉱物と錫石の反応鉱物としてカンプィルド

鉱(太田矢島1977)も同定されている.カンプィルド

鉱からGeは検出されていない.亜鉛インジウム鉱物

は例外なく閃亜鉛鉱中に固溶状に含まれ後から銀の

添加が行われた部分では微少な銀インジウム鉱物が生

成している.Inを含む鉱物は世界的にも産出例が少な

く我国では明延鉱山のインジウム銅鉱(Kato&

Shi.oha･a1968)が唯一のものであろう.Inは従来から

亜鉛精鉱の精錬過程で回収されてきているが閃亜鉛鉱

中にこれほど普遍的に鉱物として見出された例は無い

ものと思われこれは世界的にも貴重な産出例となるで

あろう.

豊羽鉱床の生成条件は包有物によれば温度300L

150℃塩濃度O-4.2%で鉱物組成共生関係から見

ても典型的な浅熱水性鉱床である.そこからSnW

などの鉱物を産出したことは浅熱水1生鉱床においても

これら稀少元素の伴われることがあるという新知見を加

えたものと言える.そしてこの事実はその後前述の

上国石崎大江各鉱山における同種鉱物の発見によっ

てより普遍的なものになったと言えよう.

資源の有効利用へ

これらの事実から今後の鉱床学的な課題としては一

つには一般的に単純な鉱物共生を示す浅熱水性鉱床に

おいても今後の調査研究に際しては稀産金属鉱物がな

いかどうか入念にチェックしていく必要があると言えよ

う.文字通り稀少元素なのであるから鉱物として存

在が確認されない場合でも微量分析などにより存在す

る元素の全容を明らかにしていく事は鉱床学関係者の

一つの任務となろう.大江鉱山産の菱マンガン鉱と閃

亜鉛鉱の微量元素分析で多種類の検出元素の中から

InSnGeなどが高い値を示している事実(小野･佐藤

1981)はこの意味で示唆に富むものである.

二つにはSnWMoなどを含むこれら稀少金属

の産出に伴って鉱床区の問題をどう考えるかというこ

とがある.西南北海道は北上帯のW-Mo鉱床区の延

長と考えられている(Ishiha･a工978)が稼行できるよう

なWMoの濃集は知られておらずここに紹介した

産出例も殆んど鉱物学的興味の範囲内のものである.

ただ豊羽鉱床においてはWSnInが一部の鉱脈に

広く伴われてくるのは事実であり鉱床区への位置づけ

など今後検討していく必要があろう.

資源開発確保の観点からみればこれら稀産金属元

素はた`とえ少量であれいや少量であるからこそその

活用がはかられねばならないことは言うまでもない.

これまで稀少元素の多くは精錬の段階で回収されてき

てはいるが一方で未回収のまま煙と共に消えていった

ものも少なくない筈である.鉱石の段階からそこに存

在する元素を全体的に明らかにし有用元素を無駄なく

活用していくことは資源小国である我国にとってと

りわけ重要な課題であろう.豊羽鉱山では既にSn

WInなどを分離濃集する実験が始められており

その成果に期待するのは筆者らのみでないであろう.
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